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瀬戸市障害児福祉計画（第２期）
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瀬戸市障害福祉計画（第６期）
せとし　　　しょうがい　ふくし　　けいかく　　だい　　　き

令和元年度
れいわ　がん　ねんど

令和２年度
れいわ　　　　ねんど

令和３年度
れいわ　　　　ねんど

令和４年度
れいわ　　　　ねんど

令和５年度
れいわ　　　　ねんど

瀬戸市障害者計画（第６期）
せとし　　しょうがいしゃ　けいかく　　だい　　　き

　本
ほんし

市では、平
へいせい

成 30 年
ねん

３月
がつ

に障
しょうがいしゃ

害者基
きほんほう

本法に基
もと

づく「瀬
せとし

戸市障
しょうがいしゃ

害者計
けいかく

画（第
だい

６期
き

）」、障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合

支
しえんほう

援法に基
もと

づく「瀬
せとし

戸市障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

５期
き

）」、及
およ

び児
じどう

童福
ふくしほう

祉法に基
もと

づく「瀬
せとし

戸市障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画

（第
だい

１期
き

）」から成
な

る「瀬
せとし

戸市障
しょうがいしゃ

害者福
ふくし

祉基
きほん

本計
けいかく

画（第
だい

６次
じ

）」を策
さくてい

定し、障
しょうがいしゃ

害者施
しさく

策を総
そうごうてき

合的に推
すいしん

進し

てきました。

　瀬
せとし

戸市障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

５期
き

）及
およ

び瀬
せとし

戸市障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

１期
き

）は、令
れいわ

和２年
ねんど

度までを計
けいかく

画期
きかん

間

としており、この度
たび

計
けいかく

画期
きかん

間の満
まんりょう

了を迎
むか

えることから、新
あら

たに瀬
せとし

戸市障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

６期
き

）・瀬
せとし

戸市

障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

２期
き

）を策
さくてい

定します。

計
けいかく

画策
さくてい

定の趣
しゅし

旨1

　本
ほんけいかく

計画は、障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合支
しえんほう

援法で定
さだ

める「障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画」、児
じどう

童福
ふくしほう

祉法で定
さだ

める「障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画」を

一
いったいてき

体的に定
さだ

めた計
けいかく

画です。「障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画」は障
しょうがい

害福
ふくし

祉サービス等
とう

の見
みこみりょう

込量及
およ

びそれを確
かくほ

保するための

策
さく

を定
さだ

めるものであり、「障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画」は障
しょうがいじ

害児通
つうしょ

所支
しえん

援等
とう

の見
みこみりょう

込量及
およ

びそれを確
かくほ

保するための策
さく

を定
さだ

めるものです。

計
けいかく

画の位
いち

置づけ2

Ⅰ 計
けいかく

画の概
がいよう

要
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障
しょう

害
がい

者
しゃ

が地
ちいき

域で生
せいかつ

活するにあたり、買
か

い物
もの

やレジャー等
とう

の外
がいしゅつさき

出先、職
しょくば

場や学
がっこう

校等
とう

で

差
さべつ

別を受
う

けたことがあると回
かいとう

答した方
かた

が多
おお

く、地
ちいき

域の障
しょうがい

害理
りかい

解が不
ふそく

足している現
げんじょう

状が

確
かくにん

認されました。

地
ちいき

域における障
しょうがい

害理
りかい

解を深
ふか

めるための啓
けいはつ

発と人
じんけん

権教
きょういく

育の充
じゅうじつ

実
課

かだい

題

１

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例 ・障
しょうがい

害理
りかい

解を促
そくしん

進するための研
けんしゅうかい

修会や講
こうえんかい

演会等
とう

の開
かいさい

催

相
そうだん

談支
しえん

援に関
かん

して、「どこに相
そうだん

談したらいいか分
わ

からない」「相
そうだん

談相
あいて

手が少
すく

ない」「相
そうだん

談

が一
いっ

か所
しょ

ではすまない」等
とう

と回
かいとう

答した方
かた

が多
おお

いことが分
わ

かりました。

相
そうだん

談支
しえん

援体
たいせい

制の拡
かくじゅう

充
課

かだい

題

2

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例
・「包

ほうかつけんいき

括圏域」における相
そうだんさき

談先の確
かくほ

保

・基
きかん

幹相
そうだん

談支
しえん

援センターの新
あら

たな設
せっち

置

Ⅱ アンケート結
けっか

果等
とう

からみた瀬
せとし

戸市の課
かだい

題

障
しょうがいしゃ

害者及
およ

び支
しえんしゃ

援者の悩
なや

みごととして、「親
おや

亡
な

き後
あと

について」「将
しょうらい

来の生
せいかつ

活設
せっけい

計について」

を挙
あ

げる方
かた

が多
たすう

数いました。

親
おや

亡
な

き後
あと

の生
せいかつ

活に向
む

けた支
しえん

援体
たいせい

制の整
せいび

備
課

かだい

題

3

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例

・精
せいしん

神障
しょうがい

害にも対
たいおう

応した地
ちいき

域包
ほうかつ

括ケアシステムの構
こうちく

築

・地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

の整
せいび

備（一
ひとりぐ

人暮らし、グループホーム等
とう

の体
たいけん

験

　の機
きかい

会・場
ば

）

障
しょうがいしゃ

害者の介
かいじょ

助や支
しえん

援は「同
どうきょ

居の家
かぞく

族」が主
おも

に行
おこな

っているケースが多
おお

く、また「有
ゆうじ

事

や緊
きんきゅう

急時
じ

に支
しえん

援を代
か

わってもらえる、手
てつだ

伝ってもらえる体
たいせい

制」について悩
なや

んでいる

支
しえんしゃ

援者が数
かずおお

多くいることが分
わ

かりました。

家
かぞく

族の緊
きんきゅう

急時
じ

における受
う

け入
い

れ体
たいせい

制の整
せいび

備
課

かだい

題

4

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例 ・地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

の整
せいび

備（緊
きんきゅう

急時
じ

の受
う

け入
い

れ）
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充
じゅうじつ

実を望
のぞ

む障
しょうがいしゃ

害者支
しえん

援として、「働
はたら

くための訓
くんれん

練や職
しょくぎょう

業紹
しょうかい

介、就
しゅうろうご

労後の指
しどう

導や支
しえん

援な

どの就
しゅうろう

労支
しえん

援の充
じゅうじつ

実」を望
のぞ

む声
こえ

が多
おお

く聞
き

かれました。また、外
がいしゅつ

出時
じ

の困
こま

りごととして、

「交
こうつう

通料
りょうきん

金が高
たか

い」という意
いけん

見がありました。

包
ほうかつてき

括的な就
しゅうろう

労支
しえん

援体
たいせい

制の整
せいび

備
課

かだい

題

5

子
こ

どもに関
かん

する困
こま

りごととして、家
かぞく

族は「受
う

け入
い

れ先
さき

」や「親
おや

の負
ふたん

担軽
けいげん

減」等
とう

に関
かん

す

る意
いけん

見が多
おお

いことが分
わ

かりました。また、保
ほいく

育園
えん

等
とう

において、「障
しょうがいじ

害児」や「気
き

にな

る子
こ

」への支
しえん

援を行
おこな

ううえで、「園
えん

に専
せんもんか

門家を派
はけん

遣し、子
こ

どもの状
じょうきょう

況の把
はあく

握と具
ぐたいてき

体的

対
たいおう

応への助
じょげん

言や指
しどう

導」を望
のぞ

む声
こえ

が多
おお

く寄
よ

せられました。

医
いりょうてき

療的ケア児
じ

等
とう

が地
ちいき

域で生
せいかつ

活をしていくうえで支
しえんしゃ

援者が不
ふあん

安なこととして、「ライフ

ステージに合
あ

わせ適
てきせつ

切に医
いりょうてき

療的ケアを受
う

けることができるのか」といった意
いけん

見が多
おお

く

挙
あ

げられました。

保
ほいく

育園
えん

等
とう

における障
しょうがいじ

害児保
ほいく

育

医
いりょうてき

療的ケア児
じ

等
とう

の包
ほうかつてき

括的支
しえん

援

課
かだい

題

6

課
かだい

題

7

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例

・瀬
せとし

戸市児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援センターにおける、親
おや

が働
はたら

きやすい療
りょういく

育体
たいせい

制の

　充
じゅうじつ

実に向
む

けた支
しえん

援体
たいせい

制の構
こうちく

築

・瀬
せとし

戸市児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援センターによる保
ほいくしょ

育所等
とう

訪
ほうもん

問支
しえん

援等
とう

の充
じゅうじつ

実

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例

・医
いりょうてき

療的ケア児
じ

への支
しえん

援について、関
かんけい

係機
きかん

関の協
きょうぎ

議の場
ば

の設
せっち

置

・「医
いりょうてき

療的ケア児
じ

等
とう

コーディネーター」の充
じゅうじつ

実、及
およ

び個
ここ

々の障
しょうがい

害特
とくせい

性に

　合
あ

わせた福
ふくし

祉サービスの提
ていきょう

供ができる体
たいせい

制の整
せいび

備

対
たいおう

応する施
しさくれい

策例
・就

しゅうろう

労支
しえん

援事
じぎょうしゃ

業者間
かん

の連
れんけい

携や情
じょうほう

報共
きょうゆう

有

・就
しゅうろう

労支
しえん

援事
じぎょうしょ

業所に通
つうしょ

所する際
さい

の交
こうつうひ

通費の負
ふたん

担軽
けいげん

減の検
けんとう

討
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Ⅲ 障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画・障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画の施
しさく

策展
てんかい

開

令
れいわ

和５年
ねんど

度における成
せいか

果目
もくひょう

標1

障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画

（１）福
ふくし

祉施
しせつ

設の入
にゅうしょしゃ

所者の地
ちいき

域生
せいかつ

活への移
いこう

行

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

目
もくひょうち

標値

福
ふくし

祉施
しせつ

設入
にゅうしょしゃすう

所者数 71人
にん

福
ふくし

祉施
しせつ

設から地
ちいき

域生
せいかつ

活への移
いこうしゃすう

行者数（令
れいわ

和元
がん

年
ねんど

度実
じっせき

績からの移
いこうりつ

行率） 5人
にん

（6.8％）

施
しせつ

設入
にゅうしょしゃ

所者の削
さくげんすう

減数（令
れいわ

和元
がん

年
ねんど

度実
じっせき

績からの削
さくげんりつ

減率） 2人
にん

（2.7％）

（２）精
せいしん

神障
しょうがい

害にも対
たいおう

応した地
ちいき

域包
ほうかつ

括ケアシステムの構
こうちく

築

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

目
もくひょうち

標値

精
せいしん

神障
しょうがいしゃ

害者の地
ちいき

域移
いこう

行支
しえん

援の利
りようしゃすう

用者数 1人
にん

精
せいしん

神障
しょうがいしゃ

害者の地
ちいき

域定
ていちゃく

着支
しえん

援の利
りようしゃすう

用者数 1人
にん

精
せいしん

神障
しょうがいしゃ

害者の共
きょうどう

同生
せいかつ

活援
えんじょ

助の利
りようしゃすう

用者数 18人
にん

精
せいしん

神障
しょうがいしゃ

害者の自
じりつ

立生
せいかつ

活援
えんじょ

助の利
りようしゃすう

用者数 1人
にん

保
ほけん

健・医
いりょう

療・福
ふくし

祉関
かんけいしゃ

係者による協
きょうぎ

議の場
ば

の開
かいさい

催回
かいすう

数 1回
かい

保
ほけん

健・医
いりょう

療・福
ふくし

祉・介
かいご

護・当
とうじしゃ

事者・家
かぞく

族等
とう

の関
かんけいしゃ

係者ごとの参
さんかしゃすう

加者数 各
かく

1 人
にん

保
ほけん

健・医
いりょう

療・福
ふくし

祉関
かんけいしゃ

係者による協
きょうぎ

議の場
ば

における目
もくひょう

標設
せってい

定及
およ

び評
ひょうか

価の実
じっし

施回
かいすう

数 1回
かい

　地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

は、障
しょうがいしゃ

害者等
とう

の重
じゅうどか

度化・高
こうれいか

齢化や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見
みす

据えた地
ちいき

域の支
しえん

援体
たいせい

制の

整
せいび

備を図
はか

るものです。

　本
ほんし

市では、各
かくしゅ

種サービス事
じぎょうしょ

業所との連
れんけい

携等
とう

強
きょうか

化を図
はか

る「面
めんてき

的整
せいび

備」に向
む

けて、市
しない

内の支
しえん

援体
たいせい

制の

連
れんけい

携や不
ふそく

足している機
きのう

能の整
せいび

備を進
すす

め、地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

の整
せいび

備に努
つと

めます。

　また、地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

の確
かくほご

保後においては運
うんよう

用状
じょうきょう

況の検
けんしょう

証、検
けんとう

討を年
ねん

１回
かい

以
いじょう

上行
おこな

います。

（３）地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援拠
きょてん

点等
とう

における機
きのう

能の充
じゅうじつ

実

※福
ふくし

祉施
しせつ

設入
にゅうしょしゃ

所者数
すう

の令
れいわ

和元
がん

年
ねんど

度実
じっせき

績：73人
にん
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項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

基
きじゅんち

準値 目
もくひょうち

標値

就
しゅうろう

労定
ていちゃく

着支
しえん

援事
じぎょう

業の

利
りようりつ

用率

令
れいわ

和５年
ねんど

度における就
しゅうろう

労移
いこう

行支
しえん

援事
じぎょう

業等
とう

を

通
つう

じた一
いっぱん

般就
しゅうろう

労移
いこうしゃすう

行者数のうち、就
しゅうろう

労定
ていちゃく

着

支
しえん

援事
じぎょう

業の利
りよう

用割
わりあい

合

－ 70.0％

就
しゅうろう

労定
ていちゃく

着支
しえん

援事
じぎょう

業に

おける就
しゅうろう

労定
ていちゃくりつ

着率

令
れいわ

和５年
ねんど

度末
まつ

の就
しゅうろう

労定
ていちゃく

着支
しえん

援事
じぎょうしょすう

業所数

（基
きじゅんち

準値）のうち、就
しゅうろう

労定
ていちゃくりつ

着率が８割
わり

以
いじょう

上

になる事
じぎょうしょすう

業所数及
およ

び割
わりあい

合（目
もくひょうち

標値）

1事
じぎょうしょ

業所
1事

じぎょうしょ

業所

（100.0％）

（４）福
ふくし

祉施
しせつ

設から一
いっぱん

般就
しゅうろう

労への移
いこう

行

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく 基

きじゅんち

準値

（令
れいわがん

和元年
ねんど

度）
目
もくひょうち

標値

福
ふくし

祉施
しせつ

設から一
いっぱん

般

就
しゅうろう

労への移
いこうしゃすう

行者数

一
いっぱん

般就
しゅうろう

労への移
いこうしゃすう

行者数（移
いこう

行割
わりあい

合） 17人
にん 22 人

にん

（1.29 倍
ばい

）

就
しゅうろう

労移
いこう

行支
しえん

援事
じぎょう

業を通
つう

じた就
しゅうろう

労への

移
いこうしゃすう

行者数（移
いこう

行割
わりあい

合）
12人

にん 16 人
にん

（1.33 倍
ばい

）

就
しゅうろう

労継
けいぞく

続支
しえん

援Ａ型
がた

事
じぎょう

業を通
つう

じた一
いっぱん

般

就
しゅうろう

労への移
いこうしゃすう

行者数（移
いこう

行割
わりあい

合）
3人

にん 4 人
にん

（1.33 倍
ばい

）

就
しゅうろう

労継
けいぞく

続支
しえん

援Ｂ型
がた

事
じぎょう

業を通
つう

じた一
いっぱん

般

就
しゅうろう

労への移
いこうしゃすう

行者数（移
いこう

行割
わりあい

合）
0人

にん 1 人
にん

（－）

（５）相
そうだん

談支
しえん

援体
たいせい

制の充
じゅうじつ

実・強
きょうか

化等
とう

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

目
もくひょうち

標値

総
そうごうてき

合的・専
せんもんてき

門的な相
そうだん

談支
しえん

援の実
じっし

施等
とう

の確
かくほ

保の有
うむ

無 有
あり

地
ちいき

域の相
そうだん

談支
しえん

援事
じぎょうしゃ

業者に対
たい

する訪
ほうもん

問等
とう

による専
せんもんてき

門的な指
しどう

導・助
じょげん

言件
けんすう

数 4件
けん

地
ちいき

域の相
そうだん

談支
しえん

援事
じぎょうしゃ

業者の人
じんざい

材育
いくせい

成の支
しえん

援件
けんすう

数 12件
けん

地
ちいき

域の相
そうだん

談機
きかん

関との連
れんけい

携強
きょうか

化の取
とりくみ

組の実
じっし

施回
かいすう

数 12件
けん

（６）障
しょうがい

害福
ふくし

祉サービス等
とう

の質
しつ

を向
こうじょう

上させるための取
とりくみ

組に係
かか

る体
たいせい

制の構
こうちく

築

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく 目

もくひょうち

標値

（各
かく

年
ねんど

度）

愛
あいちけん

知県が実
じっし

施する障
しょうがい

害福
ふくし

祉サービス等
とう

の研
けんしゅう

修その他
た

の研
けんしゅう

修への

市
しちょうそん

町村職
しょくいん

員の参
さんか

加人
にんずう

数
8人

にん

障
しょうがいしゃ

害者自
じりつ

立支
しえん

援審
しんさ

査支
しはらい

払等
とう

システム等
とう

での審
しんさ

査結
けっか

果を分
ぶんせき

析してそ

の結
けっか

果を活
かつよう

用し、事
じぎょうしょ

業所や関
かんけい

係自
じちたい

治体等
とう

と共
きょうゆう

有する体
たいせい

制の有
うむ

無及
およ

びそれに基
もと

づく実
じっし

施回
かいすう

数

有
あり

1 回
かい
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障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画

（１）障
しょうがいじ

害児に対
たい

する重
じゅうそうてき

層的な地
ちいき

域支
しえん

援体
たいせい

制の構
こうちく

築

（２）子
こ

ども・子
こそだ

育て支
しえん

援

　発
はったつ

達障
しょうがいじ

害児等
とう

の早
そうき

期発
はっけん

見・早
そうき

期支
しえん

援を行
おこな

うためには、その本
ほんにん

人や家
かぞく

族等
とう

への支
しえん

援が重
じゅうよう

要であること

から、支
しえん

援体
たいせい

制の整
せいび

備に努
つと

めます。

（３）発
はったつ

達障
しょうがいじ

害児等
とう

への支
しえん

援

　本
ほんし

市では、平
へいせい

成 30年
ねん

４月
がつ

より瀬
せとし

戸市児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援センターを設
せっち

置しており、個
ここ

々の児
じどう

童の特
とくせい

性や

置
お

かれた環
かんきょう

境に合
あ

わせた適
てきせつ

切な支
しえん

援を行
おこな

うため、関
かんけい

係機
きかん

関と情
じょうほう

報共
きょうゆう

有等
とう

の連
れんけい

携を図
はか

り、ライフステー

ジに応
おう

じた切
き

れ目
め

のない支
しえん

援を目
めざ

指しています。また、保
ほいくしょ

育所等
とう

訪
ほうもん

問支
しえん

援についても、平
へいせい

成 30年
ねん

４

月
がつ

より瀬
せとし

戸市児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援センターにて実
じっし

施しています。

1 児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援センターの機
きのう

能の充
じゅうじつ

実

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

目
もくひょうち

標値

主
おも

に重
じゅうしょう

症心
しんしん

身障
しょうがいじ

害児を支
しえん

援する児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援事
じぎょうしょ

業所の整
せいび

備か所
しょすう

数 2か所
しょ

主
おも

に重
じゅうしょう

症心
しんしん

身障
しょうがいじ

害児を支
しえん

援する放
ほうかご

課後等
とう

デイサービス事
じぎょうしょ

業所の整
せいび

備か所
しょすう

数 5か所
しょ

2 主
おも

に重
じゅうしょう

症心
しんしん

身障
しょうがいじ

害児を支
しえん

援する児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援事
じぎょうしょ

業所及
およ

び放
ほうかご

課後等
とう

デイサービス事
じぎょうしょ

業所の整
せいび

備

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

目
もくひょうち

標値

医
いりょうてき

療的ケア児
じ

支
しえん

援のための関
かんけい

係機
きかん

関の協
きょうぎ

議の場
ば

の設
せっち

置か所
しょすう

数 1か所
しょ

医
いりょうてき

療的ケア児
じ

等
とう

に関
かん

するコーディネーターの配
はいちすう

置数 8人
にん

3 医
いりょうてき

療的ケア児
じ

支
しえん

援のための関
かんけい

係機
きかん

関の協
きょうぎ

議の場
ば

の設
せっち

置

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく 見

みこみりょう

込量

令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

障
しょうがいじ

害児の子
こ

ども・子
こそだ

育て

支
しえん

援等
とう

の利
りよう

用ニーズの

把
はあく

握及
およ

びその提
ていきょうたいせい

供体制の

整
せいび

備

保
ほいくしょ

育所 人
にん

100 100 100

放
ほうかご

課後児
じどう

童健
けんぜん

全育
いくせい

成事
じぎょう

業

（児
じどう

童クラブ、学
がくどう

童保
ほいくしょ

育所）
人
にん

11 11 11

■ 保
ほいくしょ

育所及
およ

び放
ほうかご

課後児
じどう

童健
けんぜん

全育
いくせい

成事
じぎょう

業における障
しょうがいじ

害児等
とう

の受
う

け入
い

れ
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障
しょうがい

害福
ふくし

祉サービス等
とう

の見
みこみりょう

込量2

訪
ほうもん

問系
けい

サービス 令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

居
きょたく

宅介
かいご

護
人
にん

132 132 132

時
じかん

間 1,385 1,385 1,385

重
じゅうど

度訪
ほうもん

問介
かいご

護
人
にん

5 5 6

時
じかん

間 464 486 509

行
こうどう

動援
えんご

護
人
にん

18 19 19

時
じかん

間 226 235 245

重
じゅうど

度障
しょうがいしゃ

害者等
とう

包
ほうかつ

括支
しえん

援

人
にん

0 0 0

時
じかん

間 0 0 0

同
どうこう

行援
えんご

護
人
にん

22 22 23

時
じかん

間 176 178 180
障
しょうがいじ

害児支
しえん

援 令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援
人
にん

82 91 101

人
にん

日
にち

960 1,065 1,183

放
ほうかご

課後等
とう

デイサービス

人
にん

264 277 291

人
にん

日
にち

3,148 3,423 3,723

保
ほいくしょ

育所等
とう

訪
ほうもん

問支
しえん

援

人
にん

1 1 1

人
にん

日
にち

2 2 2

医
いりょうがた

療型

児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援

人
にん

1 1 1

人
にん

日
にち

7 7 7

居
きょたく

宅訪
ほうもんがた

問型

児
じどう

童発
はったつ

達支
しえん

援

人
にん

1 1 1

人
にん

日
にち

10 10 10

障
しょうがいじ

害児相
そうだん

談支
しえん

援 人
にん

33 38 43

居
きょじゅう

住系
けい

サービス 令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

共
きょうどう

同生
せいかつ

活援
えんじょ

助 人
にん

117 129 142

施
しせつ

設入
にゅうしょ

所支
しえん

援 人
にん

72 72 71

自
じりつ

立生
せいかつ

活援
えんじょ

助 人
にん

2 2 2

相
そうだん

談支
しえん

援 令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

計
けいかく

画相
そうだん

談支
しえん

援 人
にん

70 80 90

地
ちいき

域移
いこう

行支
しえん

援 人
にん

1 1 1

地
ちいき

域定
ていちゃく

着支
しえん

援 人
にん

1 1 1

日
にっちゅう

中活
かつどう

動系
けい

サービス 令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

療
りょうよう

養介
かいご

護 人
にん

8 10 12

生
せいかつ

活介
かいご

護
人
にん

246 250 254

人
にん

日
にち

4,791 4,872 4,950

短
たんき

期入
にゅうしょ

所

（福
ふくしがた

祉型）

人
にん

55 57 58

人
にん

日
にち

146 146 146

短
たんき

期入
にゅうしょ

所

（医
いりょうがた

療型）

人
にん

11 12 12

人
にん

日
にち

21 23 27

自
じりつ

立訓
くんれん

練

（機
きのう

能訓
くんれん

練）

人
にん

4 5 6

人
にん

日
にち

40 50 60

自
じりつ

立訓
くんれん

練

（生
せいかつ

活訓
くんれん

練）

人
にん

16 19 23

人
にん

日
にち

131 154 181

就
しゅうろう

労移
いこう

行支
しえん

援
人
にん

61 75 94

人
にん

日
にち

583 667 763

就
しゅうろう

労継
けいぞく

続支
しえん

援

A型
がた

人
にん

120 127 134

人
にん

日
にち

1,747 1,837 1,941

就
しゅうろう

労継
けいぞく

続支
しえん

援

Ｂ型
がた

人
にん

186 200 214

人
にん

日
にち

2,905 3,113 3,336

就
しゅうろう

労定
ていちゃく

着支
しえん

援 人
にん

23 31 42

障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画

障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画

単
たんい

位：１月
つき

あたり
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瀬
せとし

戸市障
しょうがい

害福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

６期
き

）・瀬
せとし

戸市障
しょうがいじ

害児福
ふくし

祉計
けいかく

画（第
だい

２期
き

）　概
がいようばん

要版

発
はっこう

行：瀬
せとし

戸市健
けんこう

康福
ふくしぶ

祉部社
しゃかい

会福
ふくしか

祉課　〒 489-8701 愛
あいちけん

知県瀬
せとし

戸市追
おいわけちょう

分町 64 番
ばんち

地１

電
でんわ

話：0561-88-2612　FAX：0561-88-2615

地
ちいき

域生
せいかつ

活支
しえん

援事
じぎょう

業の見
みこみりょう

込量3

項
こう

　　　　　　　　　　　目
もく

令
れいわ

和３年
ねんど

度 令
れいわ

和４年
ねんど

度 令
れいわ

和５年
ねんど

度

理
りかい

解促
そくしん

進研
けんしゅう

修・啓
けいはつ

発事
じぎょう

業 有
うむ

無 有
あり

有
あり

有
あり

自
じはつてき

発的活
かつどう

動支
しえん

援事
じぎょう

業 有
うむ

無 無
なし

無
なし

有
あり

相
そうだん

談支
しえん

援

事
じぎょう

業

一
いっぱん

般相
そうだん

談支
しえん

援事
じぎょう

業 か所
しょ

1 1 1

基
きかん

幹相
そうだん

談支
しえん

援センター 有
うむ

無 有
あり

有
あり

有
あり

基
きかん

幹相
そうだん

談支
しえん

援センター等
とう

機
きのう

能強
きょうか

化事
じぎょう

業 有
うむ

無 有
あり

有
あり

有
あり

住
じゅうたく

宅入
にゅうきょ

居等
とう

支
しえん

援事
じぎょう

業 有
うむ

無 無
なし

無
なし

無
なし

成
せいねん

年後
こうけん

見制
せいど

度利
りよう

用支
しえん

援事
じぎょう

業 人
にん

16 18 20

成
せいねん

年後
こうけん

見制
せいど

度法
ほうじん

人後
こうけん

見支
しえん

援事
じぎょう

業 有
うむ

無 有
あり

有
あり

有
あり

意
いし

思疎
そつう

通

支
しえん

援事
じぎょう

業

手
しゅわ

話通
つうやくしゃ

訳者派
はけん

遣事
じぎょう

業 件
けん

135 135 135

要
ようやく

約筆
ひっきしゃ

記者派
はけん

遣事
じぎょう

業 件
けん

16 16 16

手
しゅわ

話通
つうやくしゃ

訳者設
せっち

置事
じぎょう

業 人
にん

1 1 1

日
にちじょう

常生
せいかつ

活

用
ようぐ

具給
きゅうふ

付等
とう

事
じぎょう

業

介
かいご

護・訓
くんれん

練支
しえん

援用
ようぐ

具 件
けん

9 9 10

自
じりつ

立生
せいかつ

活支
しえん

援用
ようぐ

具 件
けん

17 18 18

在
ざいたく

宅療
りょうよう

養等
とう

支
しえん

援用
ようぐ

具 件
けん

47 53 60

情
じょうほう

報・意
いし

思疎
そつう

通支
しえん

援用
ようぐ

具 件
けん

20 22 23

排
はい

せつ管
かんり

理支
しえん

援用
ようぐ

具 件
けん

1,679 1,714 1,750

居
きょたく

宅生
せいかつ

活動
どうさ

作補
ほじょ

助用
ようぐ

具（住
じゅうたく

宅改
かいしゅうひ

修費） 件
けん

2 2 2

手
しゅわ

話奉
ほうしいん

仕員養
ようせい

成研
けんしゅう

修事
じぎょう

業 人
にん

20 20 20

移
いどう

動支
しえん

援事
じぎょう

業
人
にん

895 895 895

時
じかん

間 5,984 5,984 5,984

地
ちいき

域活
かつどう

動支
しえん

援センター事
じぎょう

業

か所
しょ

3 3 3

人
にん

955 955 955

人
にん

日
にち

16,503 16,503 16,503

日
にっちゅう

中一
いちじ

時支
しえん

援事
じぎょう

業

か所
しょ

4 4 4
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